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特集：患者の権利と医療情報の提供―病院図書室の果たす役割

文献からみる患者への情報提供サービス

首 藤 佳

１９９４年、雑誌「医学図書館」４１巻３号誌上

で伊勢美子さんが患者さんの立場から医学図

書館の開放を求める意見を発表されて以後、

図書館における医学医療情報の提供について

関心が高まってきている。１９９５年には同じ

「医学図書館」４２巻１号で患者さんを含む一

般の人向けの健康・医療情報の提供について

特集が組まれ、同４２巻２号ではアメリカの

ＥｎｇｌｅｗｏｏｄＨｏｓｐｉｔａｌａｎｄ ＭｅｄｉｃａｌＣｅｎｔｅｒ

Ｌｉｂｒａｒｙ の患者への情報提供サービス（ｌｎ

ｆｏｒｍａｔｉｏｎ Ｔｈｅｒａｐｙ）が紹介された。今年

に入ってからは「図書館雑誌」９０巻３号でも

この問題についての特集が組まれた。

一方、私の働く病院図書室においても一般

の人向けには図書室を開放していないにもか

かわらず、最近では患者さんが情報を求めて

図書室を訪れることが多くなった。これはマ

スメディアを通じて健康に関するさまざまな

情報が流されることによって多くの人たちの

意識が触発され関心が高くなってきたこと、

セルフケアが必要な患者さんが多くなってき

ていることなどが原因であろう。確かに一般

の人向けの医学医療情報の増加傾向はもうか

なり以前から見られることで、私自身１９８７年

に一年間でどのような医学医療情報が、どの

位新聞紙上に掲載されるか調査したことが

あったくらいである１）。また、自分の健康や

医療に関して自分自身がよく知っておきたい、

知るべきであるというふうに社会意識が変化

してきている状況もある。
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そこで、今回日本よりも早くそういった問

題について取り組みがなされているアメリカ

の文献を中心に調査し、併せて日本の文献を

リストアップしてみた。

Ｍｅｄｌｉｎｅによる調 査結果

調査はＭｅｄｌｉｎｅの検索により行った。調査

期間は１９９２年から１９９６年４月分まで約５年間。

使用したキーワードは図書館、患者、コン

シューマー、情報でこれらのＥｘｐｌｏｄｅＳｅａｒｃｈ

を行い更に論理積を求めた。

患者、コンシューマーに対する情報提供サ

ービスについては５年間で１００件を越す文献

がリストアップされた。しかし、それに図書

館が関わるサービスとなると文献数はかなり

限定されてくる。病院図書室と患者への医学

医療情報サービスについては１９９３年２件、１９

９４年３件でそれ以後は発表されていない。医

学図書館のキーワードを使うと１９９２年３件、

１９９３年５件、１９９４年５件であった。更に情報

サービスなどのキーワードを使って検索し、

関係するものを拾うと１９９２年は５件、１９９３年

１０件、１９９４年１１件、１９９５年４件であった。こ

の結果からみると、調査の範囲では１９９２年頃

からこの問題について文献が散見されるよう

になり、１９９３年から１９９４年にかけて比較的多

くの文献が発表され、１９９５年以後は小休止の

状態であるといえる。

これらの文献をリストアップすると下記の

とおりである。

４７－
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（１）Ｃｏｎｓｕｍｅｒｓ‥・ｍｏｓｔＡｍｅｒｉｃａｎｓｗａｎｔｍｏｒｅ

ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎｔｏｈｅｌｐｔｈｅｍ ｐｉｃｋｔｈｅｉｒｈｅａｌｔｈ

ｃａｒｅｐｌａｎｓ，ｈｏｓｐｉｔａｌｓａｎｄｄｏｃｔｏｒｓ．Ｈｏｓｐ

ＨｅａｌｔｈＮｅｔｗ ６９（２１）：１４，１９９５・

（２）Ｗａｒｅ，ＪＥ Ｊｒ：Ｗｈａｔｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎｄｏｃｏｎ－

ｓｕｍｅｒｓｗａｎｔａｎｄｈｏｗ ｗｉｌｌｔｈｅｙｕｓｅｉｔ？

Ｍｅｄ Ｃａｒｅ３３（１Ｓｕｐｐｌ）：ＪＳ２５－３０，１９９５．

（３）Ｗａｔｓｏｎ ＡＣ，ｅｔａｌ．：Ｈｏｗｔｏｄｅｖｅｌｏｐａｐａ－

ｔｉｅｎｔ－ｆａｍｉｌｙｒｅｓｏｕｒｃｅｌｉｂｒａｒｙ．Ｃａｎｃｅｒ

Ｐｒａｃｔ２（５）：３８０－３８２，１９９４．

（４）Ｍｉｔｃｈｅｌｌ，ＤＪ：ＴｏｗａｒｄａｄｅｆｉｎｉｔｉｏｎｏｆＩｎ－

ｆｏｒｍａｔｉｏｎ Ｔｈｅｒａｐｙ．ＰｒｏｃＡｎｎｕＳｙｍｐ

ＣｏｍｐｕｔＡｐｐｌＭｅｄＣａｒｅ：７１－７５，１９９４．

（５）Ｎｏｔｋｉｎ，Ｈ：Ｈｏｗ ａｃｏｎｓｕｍｅｒｈｅａｌｔｈｌｉｂｒａｒｙ

ｃａｎｈｅｌｐｓｔｒｅａｍｌｉｎｅｙｏｕｒｐｒａｃｔｉｃｅ．

ＷｅｓｔＪＭｅｄ１６１（２）：１８４－１８５，１９９４．

（６）Ｐｈｉｌｌｉｐｓ，ＳＡ，ｅｔａｌ．：Ａｓｓｅｓｓｉｎｇｃｏｎｓｕｍｅｒ

ｈｅａｌｔｈｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎｎｅｅｄｓｉｎａｃｏｍｍｕｎｉｔｙ

ｈｏｓｐｉｔａｌ．Ｂｕｌｌ ＭｅｄＬｉｂｒ Ａｓｓｏｃ８２（３）：２８８－

２９３，１９９４．

（７）Ｈａｆｎｅｒ，ＡＷ：Ａ ｓｕｒｖｅｙｏｆｐａｔｉｅｎｔａｃｃｅｓｓｔｏ

ｈｏｓｐｉｔａｌａｎｄ ｍｅｄｉｃａｌｓｃｈｏｏｌｌｉｂｒａｒｉｅｓ．Ｂｕｌｌ

ＭｅｄＬｉｂｒＡｓｓｏｃ８２（１）：６４－６６，１９９４・

（８）Ｃｏｓｇｒｏｖｅ，ＴＬ：Ｐｌａｎｅｔｒｅｅｈｅａｌｔｈｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

ｓｅｒｖｉｃｅｓ：ｐｕｂｌｉｃａｃｃｅｓｓｔｏｔｈｅｈｅａｌｔｈｉｎｆｏｒ－

ｍａｔｉｏｎｐｅｏｐｌｅｗａｎｔ．

ＢｕｌｌＭｅｄＬｉｂｒ Ａｓｓｏｃ８２（ｌ）：５７－６３，１９９４．

（９）Ｈｕｍｐｈｒｉｅｓ，ＡＷ ｅｔａｌ．：Ｐｒｏｖｉｄｉｎｇｃｏｎｓｕｍｅｒ

ｈｅａｌｔｈｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎｔｈｒｏｕｇｈｉｎｓｔｉｔｕｔｉｏｎａｌ

ｃｏｌｌａｂｏｒａｔｉｏｎ．ＢｕｌｌＭｅｄＬｉｂｒＡｓｓｏｃ８２（１）：

５２－５６，１９９４．

（１０）ＬａＲｏｃｃｏ，Ａ：Ｔｈｅｒｏｌｅｏｆｔｈｅ ｍｅｄｉｃａｌ

ｓｃｈｏｏｌ－ｂａｓｅｄｃｏｎｓｕｍｅｒｈｅｌａｔｈｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

ｓｅｒｖｉｃｅ．ＢｕｌｌＭｅｄＬｉｂｒ Ａｓｓｏｃ８２（１）：４６－

５１，１９９４．

（ｌｌ）Ｍａｒｃｕｓ，ＳＨ，ｅｔａｌ：Ｓｈａｒｉｎｇｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ，

ｓｈａｒｉｎｇｒｅｓｐｏｓｉｂｉｌｉｔｙ：ｈｅｌｐｉｎｇｈｅａｌｔｈｃａｒｅ

ｃｏｎｓｕｍｅｒｓｍａｋｅｓｉｎｆｏｒｍｅｄｄｅｃｉｓｉｏｎｓ．

ＰｒｏｃＡｎｎｕ Ｓｙｍｐ ＣｏｍｐｕｔＡｐｐｌＭｅｄ

Ｃａｒｅ：３－７，１９９３．

（１２）ＴｈｅＣａｎｃｅｒＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎＳｅｒｖｉｃｅ：Ａ １５－

ｙｅａｒｈｉｓｔｏｒｙｏｆｓｅｒｖｉｃｅａｎｄｒｅｓｅａｒｃｈ．

－４８

ＭｏｎｏｇｒＮａｔｌＣａｎｃｅｒＩｎｓｔ：１－１８５，１９９３．

（１３）Ｇｉｌｌ，ＧＰ：Ｃｏｎｓｕｍｅｒ ＨｅａｌｔｈＬｉｂｒａｒｙｏｎｅ

ｙｅａｒｏｌｄ．ＤｅｌＭｅｄＪ６５（１０）：６７９－６８０，１９９０．

（１４）ＣｏｇｇａｎＪＭ：Ｆｕｎｄｉｎｇａｐａｔｉｅｎｔｅｄｕｃａｔｉｏｎ

ｃｏｌｌｅｃｔｉｏｎ．ＢｕｌｌＭｅｄＬｉｂｒ Ａｓｓｏｃ８１（４）：４３５－

４３７，１９９３．

（１５）Ｒｏｔｈｓｔｅｉｎ；ＪＡ：Ｅｔｈｉｃｓａｎｄｔｈｅｒｏｌｅｏｆｔｈｅ

ｍｅｄｉｃａｌｌｉｂｒａｒｉａｎ．：ｈｅａｌｔｈｃａｒｅｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

ａｎｄｔｈｅｎｅｗｃｏｎｓｕｍｅｒ．

Ｂｕｌｌ ＭｅｄＬｉｂｒ Ａｓｓｏｃ８１（３）：２５３－２５８，１９９３

（１６）ＢａｒｎｅｓＬＰ：Ｆａｍｉｌｙｒｅｓｏｕｒｃｅｌｉｂｒａｒｉｅｓ：ｅｄ－

ｕｃａｔｉｏｎ ａｎｄｏｕｔｒｅａｃｈ．ＭＣＮ Ａｍ Ｊ Ｍａｔｅｒｎ

ＣｈｉｌｄＮｕｒｓ１８（３）：１８１，１９９３．

（１７）ＢａｒｎｅｓＬＰ：Ｆａｍｉｌｙｌｉｂｒａｒｉｅｓ：ｓｕｐｐｏｒｔｉｎｇ

ｐａｔｉｅｎｔｅｄｕｃａｉｔｏｎ．ＭＣＮ Ａｍ Ｊ Ｍａｔｅｒｎ

ＣｈｉｌｄＮｕｒｓ１８（２）：１０９，１９９３．

（１８）Ｒｅｅｓ，ＡＭ：Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｉｎｔｈｅｐｈｙｓｉ－

ｃｉａｎ－ｐａｔｉｅｎｔｒｅｌａｔｉｏｎｓｈｉｐ．ＢｕｌｌＭｅｄＬｉｂｒ

Ａｓｓｏｃ８１（１）：１－１０，１９９３．

（１９）Ｍａｎｆｒｅｄｉ，Ｃ．，ｅｔａｌ．：Ｐａｔｉｅｎｔｕｓｅｏｆｔｒｅａｔ．

ｍｅｎｔ－ｒｅｌａｔｅｄｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎｒｅｃｅｉｖｅｄｆｒｏｍ

ｔｈｅＣａｎｃｅｒＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ Ｓｅｒｖｉｃｅ．Ｃａｎｃｅｒ７１

（４）：１３２６－１３３７，１９９３・

（２０）Ｒｏｔｈｂａｕｍ，Ｅ．，ｅｔａｌ．：Ｔｈｅｍｅｄｉａｌｌｉｂｒａｒｙ

ａｓａｐａｔｉｅｎｔｇｕｉｄｅ．ＪＡＭＡ ２６８（２２）：３２００，

１９９２．

（２１）Ｆａｂｉａｎ，Ｊ：Ｔｈｅｍｅｄｉｃａｌｌｉｂｒａｒｙａｓａｐａ－

ｔｉｅｎｔａｉｄ．ＪＡＭＡ ２６８（２２）：３２００，１９９２．

（２２）Ｌｉｎｄｎｅｒ，Ｋ：Ａ ｐｉｅｃｅｏｆｍｙ ｍｉｎｄ．Ｅｎｃｏｕｒ－

ａｇｅｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎｔｈｅｒａｐｙ．ＪＡＭＡ ２６７（１９）：

２５９２，１９９２．

２。アメリカでは医学図書館、病院図書室は患

者や一般市民にどれだけ公開されているか

文献７は ＡＭＡ （ＡｍｅｒｉｃａｎＭｅｄｉｃａｌ

Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ）のＬｉｂｒａｒｙａｎｄＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

ＭａｎａｇｅｍｅｎｔＤｉｖｉｓｉｏｎ が１９９１年に行った

４８１の医学図書館、病院図書室の調査報告で

ある。これによると、回答３７１施設のうち、

５８．１％の施設が無制限に患者の利用を許可し

ており、制限付きの利用許可が１９．９％（１３．４％



は医師の許可が必要、その他Ｑ．５％）であった。

患者に開放されていない図書館は全体の約５

分の１、１１％であった。患者の利用を許可し

ている図書館で患者のためのコレクションを

別に用意しているところは６７％である。

調査した図書館のうち、患者の利用に積極

的な、あるいはかなり積極的な図書館は８９．１

％、ＱＡ％の図書館はやや難色を示し、Ａ．３％の

図書館は患者利用に強く反対の表明をしてい

た。ＡＭＡではこの調査結果を医学図書館や

病院図書室が患者やその家族の利用を推進し、

利用許可をするかどうか決める際の参考に

使って欲しいということのようであった。こ

の文献の詳細については下原康子さんの書か

れたもの（「医学図書館」４２巻１号に掲載）

を参考にするとよいが、患者の利用を許可し

ない図書館がその主な理由としてあげている

のは、ひとつは患者用図書館が別にあるとい

うもの、もうひとつは一般の利用者に対応す

るにはスペースとスタッフが十分でないとい

うものであった。

日本では今までにこの種の調査は行われて

いないため比較はできないが、アメリカでは

程度の差はあれ、想像以上に図書館が患者に

対して開かれているという印象である。

３．ＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎＴｈｅｒａｐｙ

１００件を越す文献の内容を概観すると、最

も多いのは患者さんへのＤｒｕｇＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

である。また、疾病で言えば特に「がん」患

者に対する情報提供がよく行われていること

がわかる。

これらのうち、病院図書室にとって興味深

い文献の一つにＬｉｎｄｎｅｒ，Ｋ．が１９９２年にＪＡＭ

Ａに投稿したＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ Ｔｈｅｒａｐｙに関す

る文献がある（上記文献２２）。このサービス

についてもすでに「医学図書館」４２巻２号で

スナイダーＡ．純子さんが詳しい解説をして

いる。著者 Ｌｉｎｄｎｅｒ，Ｋ の働く Ｅｎｇｌｅｗｏｏｄ

ＨｏｓｐｉｔａｌａｎｄＭｅｄｉｃａｌＣｅｎｔｅｒの図書館で

は１９８２年以後図書館を患者を含む一般の人た

病院図書室 Ｖｏｌ．１６Ｎｏ．２，１９９６

ちに開放しているが、患者さんへの医学医療

情報サービスについてＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ Ｔｈｅｒａｐｙ

という新しい概念を盛り込んで提言を発表し

たものがこの文献である。先に紹介した記事

と重複する箇所もあるが、以下簡単に紹介す

る。

（１）このサービ スはニ ュージャージー州から

の補助金を得て行われていること。

（２）当初は情報を人手したい患者に対しては

担当医師の許可、指示が必要であったが、

これは図書館利用者のプライバシーを侵害

するのではないかという懸念から患者や一

般の人たちに対する医学情報提供の新しい

ガイドラインを作成し、あわせて守秘義務

が守られていることを明記した上でサービ

スを行っていること。

（３）典型的な患者からの問い合わせ例の紹介

とこうしたサービスの結果、他の地域や施

設で行われている研究や治療を知って、研

究している人に連絡をとったり、助言を求

めたりすることができるようになり、ある

場合には手術を中止したり、ある場合には

担当医が言及しなかった治療法を見つけた

りできるようになったこと。

（４）医師からは致命的な病気に関する情報を

図書館がどのように扱うのか心配する声も

聞かれたが、この図書館では患者がそのこ

とについてどのくらい知っているかを尋ね

た上でサービスを行っていること、経験的

にはほぼ１００％の患者が既に予後を知ってお

り、何か新しい治療法がないか探している

こと。

（５）患者へ十分な医学医療情報を提供するこ

とは医師と患者の関係をよくし、また患者

が自分自身の病気について調べることで自

分を励まし、自己をコントロールするのに役

立つこと。さらに医師にとっても常に自分

の知識をブラッシュアップし、患者とと もに

よりよい治療を継続し、治療方法の検討や

治療方針の決定にも役立つこと。つまりこ

れは「Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ Ｔｈｅｒａｐｙ」という一

つの治療法と言えるのではないかというこ
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と。

（６）患者さんの知識が増え、ケアについての

決定に患者さんが一定の役割を果たすこと

は患者さんの満足を高めること。

この提言にはその後読者からのコメントが

ふたつ寄せられた。文献リストの２０、２１がそ

れである。このうちの一つは図書館員が投稿

したもので、これには病院図書室が患者さん

への医学医療情報サ ービスを 提供するに当

だっての問題点がいくつか指摘されている。

これによると、Ｌｉｎｄｅｒ，Ｋ の考え方、すべて

の人が医療情報にアクセスする権利があるこ

。とは認めながら も、Ｅｎｇｅｌｗｏｏｄと異なり、

州からの補助金がない図書室でこのサービス

を行う際の財政的な問題に触れていない点を

指摘している。更に、情報の提供に関する責

任の所在についてあまりにも重要視していな

いように見えるとも指摘している。多くの病

院図書室にとっては財政的に現在のサービス

を維持するだけでもなかなか難しく、その上

に新たなサービスを追加するのは無理な状況

であること、また病院図書室では一人か二人

の図書館員しかいないこと、患者向けの蔵書

がないことなども指摘されている。そして、

このサービ スが現実的になるかどうかは患者

さんの知 る権利の擁護といった図書館員の倫

理の問題ではなく、患者の消費者としての意

識、サービスに必要な財政的な裏付けが決定

因子となるのではないかと述べている。

この意見に対するＬｉｎｄｅｒ，Ｋ．の回答がなさ

れているのであるが、すでに全米３００の医学

図書館が補助金や寄付金、あるいは設置主体

からの財政支出によって患者サービスを実施

していること、これはこのサービスを継続す

るための財政的な援助を図書館員がねばり強

く主張してきた成果であると述べている。ま

た、ＪＣＡＨＯの基準が１９９４年に改訂されるだ

ろうが、患者ケアや患者教育を支援するため

の情報提供の重要性が認められるだろうとし

ている。そして、それに向けて図書館の方針

を変更し、患者のアクセスを推進する基準を

作るよう働きかけるのが図書館員としての役

割ではないかと述べている。また、図書館が

病院の委任なしに勝手にこのサービスを行っ

た場合、病院あるいは担当者が法的な論争に

まきこまれるかもしれないという懸念に対し

ては、その責任は雑誌を刊行している出版社

や著者にあり、図書館員や病院にはその責任

はないと明言している。

４。その他の文献

上記文献リストのそれぞれの文献の主題を

まとめてみると、以下のようになる。

◇患者サービスにおける図書館の役割

◇患者サービスにおける図書館員の倫理と

役割

◇患者サービスの事例報告

◇患者サービスのための蔵書の構築

◇ＨｅａｌｔｈＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎに対するニーズの

評価

文献１５は医学図書館員の職業的倫理とその

役割について述べたもので、医学図書館が医

療スタッフ以外の人たちに対してサービスを

提供することが多くなるにつれて図書館員は

その役割を再考する必要がでてきたこと、更

に、利用者が図書館員に期待する役割が変化

し、医療上の一つの役割を担うものと考え始

めたとすれば、図書館員は職業倫理的に新し

い問題に直面することになるだろうと述べて

いる。そして、患者に対する医学医療情報の

提供の目的や意義を図書館が行うものと医療

スタッフが行うそれとを比較検討したもので

ある。

文献リスト１０も同じく患者への情報提供サ

ービスにおける医学図書館の役割について述

べたものである。従来は患者への医学情報の

提供は医師の指示のもとに行われていたが、

このやり方は患者が十分満足できるものでは

なかった。消費者意識の高まりなどによって

患者は自分たちの受ける医療についてより詳

しく知る権利があると考えている。従って、

患者サービスを行う図書館員は利用者に対し

て良質の情報の提供をするための仲介者とし
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ての役割を果たさなければならない。それと

同時にその役割は専門的な図書館員としての

役割の範囲にとどめるべきであろうというも

のである。患者に提供する医学医療情報の重

要な情報源としてはオンラインデータベース、医

薬品索引、治療に関するテキストブック、医師

や専門医の住所録などが目立ったものである。

文献リスト９の文献ではここ数年患者に対

する医学医療情報提供サービスの要求が増加

してい る ＨＳＣ の ＣｌａｕｄｅＭｏｏｒｅＨｅａｌｔｈ

ＳｃｉｅｎｃｅｓＬｉｂｒａｒｙ のレポートである。この

ような要求が増加してくると、多くの時間、

エネルギー、費用がこのサ ービスに費やされ

ることになり、図書館の本来の目的はＨＳＣ

医療スタッフへの情報サービスではなかった

かという疑問が出されるようになった。そこ

で、図書館員は患者用の資料について専門的

な知識を提供でき、ＨＳＣの中で責任を果た

しているという点を理解して もらう必要が

あった。患者教育用の資料の管理や目録作成、

地域で の健康推進事業への参加、患者用医療

情報センターのプ ランニングへの参画や図書

館内における患者情報サービス部門の設置、

等 々が紹介され、その結果がレポートされてい

る。つまり、医療チ ームの一員としての役割

を果たすことによって理解を広めようとする

試みであろう。また、文献リスト８の文献で

は Ｐｌａｎｔｒｅｅ Ｈｅａｌｔｈ Ｒｅｓｏｕｒｃｅ Ｃｅｎｔｅｒ の

一般大衆向けの医学医療情報サービスが紹介

されている。

文献６はＤｅａｒｂｏｒｎにあるＯａｋｗｏｏｄＨｏｓｐ－

ｉｔａｌＬｉｂｒａｒｙ における調査研究の報告であ

る。これは、医師と地域住民に対して医療に

関する文献情報のニーズとこれについての意

見を調査したものである。地域住民が医療情

報を得るために地域のどの情報源を利用して

いるか、とりわけ病院図書室の利用はどうか、

医師が患者に提供しているのはどのような種

類の情報か、医師と患者では医療情報に対す

る認識に違いがあるか、あるとすればどのよ

うな違いがあるか、などを調査している。
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５。患者に対する情報提供の意義と問題点

以上、簡単に文献を紹介したが、アメリカ

ではこのような患者への医学医療情報サービ

スはどのような意義があると考えられている

のであろうか。自分の罹患している病気に関

する基礎的な知識を得ること、自分の今の状

況をよく知ること、あるいは検査や治療にか

かる費用について知ること、などがその基本

にあるが、その結果次のような点が指摘され

ているように思う。

（１）患者の自己管理の促進

セルフケアやセルフコントロール

服薬に関する知識の向上

（２）自己の態度決定の参考

治療法の選択

新しい治療への挑戦

（３）患者と医師を含む医療スタッフの関係、

コミュニケーションの改善

（４）医療スタッフの質的向上

（５）医学図書館、病院図書室の役割拡大

また、医学図書館や病院図書室がこのサー

ビスを行う際の問題点を整理すると、以下の

ようになる。これらの問題点は当然予想され

る問題点でもあり、日本でも実際にこのサー

ビスを行う場合には全く同じ問題の解決が迫

られることになるだろう。

（１）サービスに必要なコストの問題

（２）スペース上の問題

（３）人員配置の問題

（４）情報提供に関する責任、法的な問題

（５）図書館員の倫理に関する問題

（６）設立母体内でのコンセンサスの問題

６

日本の文献

日本では今まで患者サービスと言えば入院

患者に対する一般書を中心にした読書サービ

スが中心で、文献もこのサービスついて書か

れたものがほとんどであった。しかし、最近

になり図書館関係雑誌を中心に医学医療情報

の提供に関する文献が掲載されるようになっ
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た。以下，リストアップしてみる。

（１）伊勢美子：患者が求める医学医療情報

医学図書館 ４１（３）：３３１－３３５，１９９４．

（２）戸津崎茂雄：医学医療情報の提供一医師

の立場から 医学図書館 ４２（１）：３－４，

１９９５．

（３）板橋端夫：健康医療情報と医学図書館

医学図書館 ４２（１）：３５－３９，１９９５．

（４）滝沢鷹太郎：小児病棟における読書療法

の試み 医学図書館 ４２（１）：４０－４５，１９９５．

（５）木村繁：一般の人に対する医薬品情報の

提供 医学図書館 ４２（１）：４６－４９，１９９５．

（６）石井朝子：患者に必要な情報：ソーシャ

ルワーカーの立場から 医学図書館 ４２

（１）：５０－５４，１９９５．

（７）山室真知子：患者図書サービスからみた

健康・医療情報 医学図書館 ４２（１）：５５－

５８，１９９５．

（８）下原康子：新しき医学図書館員よ，目覚

めよ：患者・住民への医学情報サービス

医学図書館 ４２（０：５９－６１，１９９５．

（９）スナイダー足立純子：ＥｎｇｌｅｗｏｏｄＨｏｓ－

ｐｉｔａｌａｎｄ ＭｅｄｉｃａｌＣｅｎｔｅｒＬｉｂｒａｒｙ に

おける患者への情報提供サービス：Ｉｎ－

ｆｏｒｍａｔｉｏｎＴｈｅｒａｐｙ．医学図書館 ４２

（２）：１３８－１４４．１９９５．

（１０）菊池佑：患者や市民の健康医療情報アク

セス権利 図書館雑誌 ９０（３）：１５３－１５４，

１９９６．

（１１）和気たか子，篠原寿美江：病院図書室の

現状と課題 図書館雑誌 ９０（３）：１５５－１５９．

１９９６．

（１２）直江理子：病院図書室ネットワークの活

動状況 図書館雑誌 ９０（３）：１５８－１５９，

１９９６．

（１３）有田由美子：病院図書室としての患者図

書サービス 図書館雑誌 ９０（３）：１６０－１６１，

１９９６．

（１４）登坂善四郎：市民の求める医学情報と支

援図書館 図書館雑誌 ９０（３）：１６２－１６３，

１９９６．

（１５）川島みどり：看護専門職として図書館に

望むこと 図書館雑誌 ９０（３）：１６４－１６５，

１９９６．

以上の文献は簡単に入手できるものなので、

ここではこれらの概説は省略したい。この他

にも京都南病院の山室真知子さんが昨年９月

１６日の毎日新聞朝刊紙上で、「患者と医療者

のコミュニケーション 選択提供か自由閲覧

か 一病院図書室開放に課題－」というタイト

ルで提言を発表している。

７．結び

わが国では病院図書室、医学図書館が患者

や一般市民に開放されているヶ－スは稀であ

る。ましてや館の方針としてそれを積極的に

推進しているところは皆無であろう。当協議

会の統計でも職員以外に利用を許可している

ところは約半数に上るが、患借にも開放して

いるところは１館のみである 。

その一方で、患者さんに対する読書サービ

スは徐々に浸透してきている。今のところは

一般書の提供が主であるが、一般的な情報開

示の動向とも相まって、こうしたサービスを

通して医療情報に対する要求が新たに出てく

る可能性もある。病院図書室で患者さんに医

学医療情報の提供を行うことにはさまざまな

意見があるが、私たち担当者もこれらを視野

に入れつつ仕事を進めていくことが必要であ

ろう。
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